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要旨 
 本報告ではマレーシア連邦政府による開発とその開発の下におけるマレーシア半島部の
先住民オラン・アスリの生活を、クアラ・コのバテッの事例から明らかにする。まずマレ
ーシア連邦憲法とオラン・アスリ法からマレーシア社会におけるオラン・アスリの地位を
みた後、マレーシア政府の開発行政とオラン・アスリ局によるオラン・アスリ政策の変遷
を追う。最後に、クアラ・コのバテッの暮らしと、彼らの自らや外部社会に対する認識を
明らかにしたい。 
 オラン・アスリに関する政策は、彼らの法的位置の曖昧さが結果的に利用されながら、
共産主義ゲリラの活動、マレーシア全体の経済計画、マレーシア社会におけるマレー人の
位置に従って展開されてきた。クアラ・コのバテッはその下で狩猟採集活動を続けながら
も、ある意味近代的生活を望んでいる。しかしマレー人をはじめとする外部社会に対して
は警戒心を抱いたままである。 
Ⅰ. はじめに 
 オラン・アスリとは、マレーシア半島部に暮らす先住民の総称であり、人口 141,230 人、
マレーシアの総人口約 2400 万人の 1%を占める[JHEOA 2006]。彼らは森や内陸部を中心に
政府と比較的関わりのない生活を送ってきたが、第二次大戦後、これら地域に潜伏する共
産主義ゲリラとの接触を断絶する目的で集団移住させられたことにより、政府による介入
が始まった[Endicott and Dentan 2004；Nicholas 2000；Dentan et al. 1997]。1954 年
の先住民法1 (Aboriginal Peoples Act 1954)制定によって彼らは他の人々と異なる集団、
先住民(オラン・アスリ)として法的に規定され、オラン・アスリに関する行政に権限をも
つ機関として先住民局(オラン・アスリ局)が設立された。その設立の指針は「先住民の制
度、習慣、生活様式、人格、財産、労働を保護するために特別な基準が適用されるべきで
ある」としながら、「究極的な目標は、彼らの国家への統合」というものであった。こうし
た方針のもと、オラン・アスリは今日までオラン・アスリ局2(JHEOA: Jabatan Hal Ehwal 
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Orang Asli) によって管理、開発の対象とされてきたのである3 [Endicott and Dentan 
2004；Nobuta 2009]。 
 マレーシア半島部クランタン州のクアラ・コ4には、自らをバテッと称する人々が暮らし
ている。バテッはオラン・アスリのセノイ系の集団であり、伝統的に移動採集生活を送っ
てきた。クアラ・コには、現在約 150 人(45 世帯)が居住しているが、森林で狩猟採集キャ
ンプを行ったりパハン州へ旅にでたりするため、居住地の人口は一定ではない。バテッは
沈香等の森林動植物の捕獲・採集によって収入を得て食料や日用品を購入する他、リーフ
モンキーや魚類、果実、ヤムイモなどの狩猟採集物や栽培したキャッサバを食料として生
活している。家屋はタケやヤシ科の植物でつくられている。 
 クアラ・コには、オラン・アスリ局によって水道が 7か所、トイレ 4つ、水浴び場が設
置されており、電気設備の整ったコンクリート家屋 8棟が現在建設中である。子どもは、
車で 3時間程離れたオラン・アスリのみが通う学校へ通学することになっている。彼らは
こうしたオラン・アスリ局による開発の他にも、生活領域である森林がアブラヤシプラン
テーションに開発されるなど、諸開発の影響を受けてきた。開発の大半はマレーシア政府
の経済開発計画に基づいて行われたものである。 
 本報告では、マレーシア政府の開発行政の歴史とオラン・アスリを対象とした政策の変
遷を整理するとともに、開発下におけるクアラ・コのバテッの生活や開発に関わる人々に
対する解釈を明らかにする。 
 「開発」への取り組み方について、以前より開発援助側であった地域を中心に、従来の
物質的な豊さや経済の発展といった近代化を掲げる「開発援助」に加え、参加型、現地主
体、草の根レベルといった、質的で現地のニーズに重点をおいた開発に対する関心が高ま
っている[松園 1999]。本プロジェクト名として使われている国際協力という言葉が頻繁に
使用されるようになった理由のひとつには、こうしたスタンスの台頭があるのだろう。新
たなスタンスにおける開発では現地の人々を含めた事前評価や話し合いが必要となるが、
個々の世界観や、計画に対する解釈、立案者が意図した開発の目的と参加者の参加の目的
が一致することは少ない。そのため各主体が出会う場における、立案側の論理を現地の論
理に変換する、教育によって立案側の論理に巻き込む、もしくは調査した現地の状況をふ
まえて計画を立てるといった過程が、開発を実施する際の鍵となる[Goldman 2006；
Sillitoe et al. 2002]。 
 オラン・アスリ局によると、オラン・アスリに対する開発援助は貧困撲滅に重点がおか
れてきたそうである。しかしこれはオラン・アスリ局主導で一方的に行われ、人々の意見
を聞く場は設けられてない。政府はオラン・アスリを管理する立場にあるのである。ほと
んどのオラン・アスリが政治に参加していないうえ、マイノリティで発言力をもたない彼
らに対する開発は、国家経済やオラン・アスリが含まれることのない世論を考慮した計画
案に基づいて、もしくはそれに都合の良い形で行われることが多い。 
 本報告では、計画立案側と現地の人々という従来の枠組に基づいて、マレーシア政府に
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よる開発計画とオラン・アスリ政策の歴史と、その影響を受けて暮らすオラン・アスリ、
バテッの実態を明らかにしていきたい。まず、マレーシア憲法と先住民法から、マレーシ
ア社会でオラン・アスリがどのような位置に置かれているのかをみていく。次に経済開発
を掲げるマレーシア政府の開発行政と、オラン・アスリ局による「移住」や「イスラム化」
といったオラン・アスリ政策の変遷を追う。そして最後に、プランテーション開発による
森林の喪失やオラン・アスリ局による政策の実施といった状況においてバテッがどのよう
に暮らしているのか、自らや外部社会をどのように認識しているのかを明らかにしたい。 
 
Ⅱ. マレーシア社会におけるオラン・アスリの位置 
 マレーシア連邦憲法(以後、マレーシア憲法)とオラン・アスリ法から、オラン・アスリ
がマレーシア社会でとのような位置におかれているのかをみていきたい。マレーシア憲法
は 1957 年の独立時に制定されたマラヤ連邦憲法に部分的改定を加えたものであり、マレー
社会に対する優遇的条項を含む。オラン・アスリ法は、オラン・アスリの定義とオラン・
アスリ局の設立・運営に関するものであり、植民地であった 1954 年に制定されたものが一
度の改定を経て現在に至る。 
 
１. マレーシア憲法 
 マレーシア憲法では、基本的には全国民が平等な権利をもつとされながらも、マレー人
とサバ、サラワク州の先住民に対する優遇、「特別な地位」が認められている。「特別な地
位」は第二次世界大戦後にイギリスが打ち出したマラヤ連合構想には存在せず、全ての人
に平等な市民権が付与されることを表明していた。しかしこの構想案は、連合マレー人組
織(UMNO: United Malays National Organization )等マレー人の反対を受けて廃案となり、
スルタン制やマレー人に対する優遇が付加された憲法が成立した[Sopiee 2005]。その際マ
レー人が主張の根拠にしたのが自らの先住性であったのである。この際マレーシア憲法に
は、マレー人の特別な地位の他に、イスラム教を国教とすることやマレー語を国語とする
ことなど、マレー社会優遇の条文が盛り込まれた。 
 マレー人の特別な地位に関する条文である 153 条では、「マレーシア国王は 153 条の諸規
定に従い、マレー人、サバ、サラワク州の先住民の特別な地位と他のコミュニティの正当
な利益を保護する責任」があるとし、公務員の採用や教育において優遇措置がとられてい
る(憲法 153 条 1 項)。もともとマレー人のために制定されたこの条文は、マレー人以外に
関する記述は存在しなかったが、1963 年にサバ、サラワク州がマレーシア連邦に加わった
際にサバ、サラワク州の先住民に関する文面が追加された。 
 153 条の対象となるマレー人、サバ、サラワク州の先住民は、総称してブミプトラと呼
ばれている。この場合、オラン・アスリがマレー人の下位カテゴリーでないならば、彼ら
は 153 条による優遇の対象ではなく、ブミプトラではない。しかし一方、土地・大地の子
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という意味のブミプトラは、先住民と同様の文脈で使用されてきた。この文脈においては、
マレー人に含まれるかどうかに関らず、オラン・アスリはブミプトラである。社会的に使
用されるのは後者の文脈であり、マレー人にオラン・アスリはブミプトラかと尋ねると、
ブミプトラであると返答され、オラン・アスリはマレー人かと聞くとマレー人ではないと
答えられる。 
 マレーシア憲法における「マレー人」の定義は、イスラム教を信仰し、日常的にマレー
語を話し、マレーの慣習に従う人である。同じ個所でオラン・アスリについても説明があ
り、マレー半島の先住民を指すと記されている(憲法 160 条 2 項)。マレー人だけでなく中
国人やインド人もマレー語を話すことができ、マレー人特有の生活習慣と他の生活習慣と
の差異が薄れてきた現在、宗教がマレー人であるかを判断する大きな基準となっている。
国が個人を同定する個人識別カード作成時の書類にも宗教を記入する欄があり、カードに
も名前の下に宗教が記載されている5。 
 マレーシア憲法では先述した 160 条 2 項以外にオラン・アスリに言及する条文が 2ケ所
ある[Nicholas 2000]。ひとつが、国民の平等な権利を定める条項がオラン・アスリやその
保留地に対する保護や地位向上のための規定を妨げるものではないという条文(憲法8条5
項(c))、もうひとつは、上院議員に選出される人物は、優れた公共サービスを提供する、
または専門的職業、商業、工業、農業、文化活動、社会貢献において卓越した人物、マイ
ノリティの代表者、もしくは先住民の利益を尊重した人であるべきというものである(憲法
45 条 2 項)6。 
 マレーシア憲法はオラン・アスリという人々の存在をある程度認め、憲法による「平等
な権利」が彼らの保護や地位向上を妨げるものではないとしているが、マレー人やサバ、
サラワクの先住民のように積極的に特別な地位を付与するものではない。 
 
2. オラン・アスリ法 
 オラン・アスリ法(Aboriginal Peoples Act 1954)は、オラン・アスリの定義とオラン・
アスリ局の設立・運営に関する規定である。そこでは、オラン・アスリについて以下のよ
うに定められている。 
 
(1)本条例においてオラン・アスリとは、 
 (a)父親がオラン・アスリ言語を話し、日常的にオラン・アスリの生活様式、慣習、信仰 
  に従う人や、そうした人の男系子孫。 
 (b)幼児期にオラン・アスリに養子として引き取られてオラン・アスリとして養育され、 
  日常的にオラン・アスリ言語を話し、先住民の生活様式、慣習、信仰に従い、オラン・ 
  アスリコミュニティの一員である、いかなる人種の人。 
 (c)オラン・アスリ女性と他人種の男性の子どもであり、日常的にオラン・アスリ言語を 
  話し、オラン・アスリの生活様式や習慣、信仰に従い、オラン・アスリミュニティの 
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  一員である人。 
(2)いかなる宗教へ改宗したりオラン・アスリの信仰を信じるのを止めたりしながらも、オ 
 ラン・アスリの生活様式、慣習に従い、オラン・アスリ言語を使用する人は、そのよう 
 な宗教に参加しているという理由からオラン・アスリであることをやめたとはみなされ 
 ない。  
(3)その人がオラン・アスリであるかに関する疑義は大臣によって判断される。 
(Aboriginal peoples Act 1957) 
 
 憲法におけるマレー人の定義にイスラム教が含まれていたのとは異なり、オラン・アス
リの場合は、現在の生活様式がオラン・アスリであるかを判断する際の大きな基準となっ
ている。イスラム教に改宗したオラン・アスリであっても、オラン・アスリの生活様式や
慣習に従い続けるならばオラン・アスリなのである。 
 しかしイスラム教では、信仰を告白しアッラーに帰依するだけでなく、一日 5 回の礼拝
や断食といった六信五行が義務付けられている。日常生活に関する様々な事柄を定めるイ
スラム法に従い、豚肉はもちろんハラール以外の肉は食べてはならず、女性は髪や肌を露
出してはいけない。生活様式全体を規定するイスラム教徒に、ムスリムになるということ
は、それまでとは異なる生活を送るようになるということなのである。 
 オラン・アスリの生活様式がイスラムの規律に反しないようなものであるならば、オラ
ン・アスリの生活様式を維持したままムスリムになることが可能かもしれない。オラン・
アスリの生活様式や慣習は集団ごとに多様であり、クアラ・コのバテッのように狩猟採集
を中心としてきたネグリト系の集団もあれば、ムラユ・アスリのように定住生活を営んで
きた集団もある。しかし多くの場合、生活様式や慣習と信仰には結び付きがあるため、急
速なイスラム教への改宗を伝統的な生活様式を犠牲にせずに行うのは難しい。 
 
3. マレーシア憲法と先住民法 
 マレーシア憲法における「マレー人」と先住民法における「オラン・アスリ」は、カテ
ゴリー化の基準が異なる。マレーシア憲法における「マレー人」は、言語、慣習、宗教の
3 つが判断の基準に用いられていたのに対し、オラン・アスリ法における「オラン・アス
リ」は宗教に関係なく、言語と生活様式、慣習によって判断されるものであった。さらに、
曖昧な場合には大臣によって最終的な結論が下されるのも後者の特徴である。判断の際に
基準とするものが同一でないことから「マレー人」と「オラン・アスリ」は同じレベルの
カテゴリーではないが、両者のカテゴリー化の基準は非常に似通っており、明確な指標は
ない。さらに法制度内において両者の関係がはっきりされていないことから生じる曖昧さ
は、オラン・アスリに対する行政に利用されることとなる。 
 マレーシアの統計局による統計では、マレー人、華人など民族の区別がされているが、
オラン・アスリというカテゴリーは統計上存在せず、マレー人に含まれている。オラン・
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アスリを含むマレー人7はマレーシアの人口 2,678 万人のうち 55.1%、次に華人 24.3%、マ
レー人を除くブミプトラ 11.9%、インド人 7.3%、その他 1.2%となっている[Department of 
Statics Malaysia 2010]。 
 
Ⅲ. マレーシア政府による経済開発とオラン・アスリ政策 
 マレーシアの開発行政は独立以降、植民地経済構造からの脱却と国家確立のための経済
開発、そしてそれによる近代化と先進国入りというスタンスで進められてきた。開発計画
は、5 カ年計画と長期展望計画(OPP: Outline Perspective Plan)からなり、OPP の下、5
カ年計画が立てられる。一方オラン・アスリに関する行政は、①共産主義による反政府活
動、②マレーシア社会における「マレー」の地位と与党勢力、③開発行政全体、の 3つに
影響を受けてきた。ここでは開発の内容と重点領域、オラン・アスリ政策に基づき、第二
次世界大戦後から、(1)基本的な法整備と農村開発の時期(1948 年～1969 年)、(2)新経済政
策期(1970年～1989年)、(3) 国家開発政策とビジョン2020期(1990年～)の3期に区分し、
マレーシア政府の開発行政とオラン・アスリに対する行政の歴史をみていく。 
 
１.  経済開発の開始と国家治安のためのオラン・アスリ政策(1948～1970) 
(1) 開発行政の基礎づくりと農村開発 
 独立後のマレーシアは、新たな行政システムの確立と経済発展による近代化という課題
を抱えていた。ここでの近代とは、西欧諸国等をモデルとしたマレーシア伝統社会と対立
項にある社会である。そのための開発に関する枠組みは、世界銀行に経済調査団の派遣を
依頼し、その報告書に基づいて決められた。1955 年に提出されたこの報告書(Report on the 
Economic Development in Malaysia)では、一次産品の多角化や工業化によるモノカルチャ
ー経済構造からの脱却、開発計画を策定するための総理府等の機関と中央銀行など経済機
構の整備の必要性が指摘されていた。これを受けて総理府内に開発予算の作成を行う機関
として経済事務局が設置されるとともに、国家開発計画委員会が開発の実施に関する決定
機関として設立された[鳥居 2005]。 
 当時目標とされた国家の発展の方向は、第一次品中心の産業構造から貯蓄率と投資率の
高まりを経て第二次産業へと移行し、最終的に消費社会に達するというものであり、当面
の課題として農村部マレー人の貧困解消に主力が注がれた。農村部マレー人の貧困解消は、
マレー人社会を政治基盤とする与党の UMNO にとって重要な課題であったと同時に、近代化
のために必要とされる第一の発展段階であった[鳥居 2005；Dentan et al. 1997]。 
 独立当時のマレーシアではマレー人の他に中華系の人々とインド系の人々が経済活動を
行っていた。スズの採鉱やゴムプランテーション開設とともに移住してきた彼らは、既に
世界的な資本主義市場に組み込まれていたのに加え、居住地の交通は各産業のために整備
されていた。資源があり、交通網が整っていたこれら地域は開発されて都市化が進み経済
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活動が活発に行われていた一方、マレー人の多くは小地域で完結する経済システム内で農
業を営んでいた8。独立前のマレーシアには移民によるスズとゴムという近代部門とマレー
人による伝統農業部門という二重経済構造が存在し、前者は所得階層の上位に、後者は下
位に位置づけられていたのである[鳥居 2005；中泉 1987]。 
 1956 年には、森林を開墾し貧しいマレー農民を移住させ、換金作物栽培によって所得向
上を図る目的で、連邦土地開発庁(FELDA: Federal Land Development Authority)が設立さ
れた9。その後、農村開発省10が新設され、農村の要請に基づいて「第二次五カ年計画」が
立案・実施されるなどの取り組みがなされた11。さらに 65 年と 68 年に開かれたブミプト
ラ経済会議ではマレー人に対する更なる開発が必要とされ、連邦土地統合・再開発庁
(FELCRA: Federal Land Consolidation and Rehabilitation Authority)が設立された[中
泉 1987]。 
 この時期はこうしたマレー農民の貧困解消と同時に、世界銀行の経済調査団による報告
書に基づいた開発に関する基本的な制度の制定、公的機構の設立、さらに経常予算とは別
に開発予算という枠が制定されたことにより、マレーシアの開発行政システムの基礎が築
かれ、開発の推進が容易になったのである[鳥居 2005]。 
   
(2) 非常事態宣言とオラン・アスリへの介入 
 1948 年、共産主義ゲリラの武力闘争により非常事態が宣言された。太平洋戦争において
日本軍と戦った中華系を主要メンバーとするマレー共産党は、戦後の政治参加を期待して
いたが、それが叶えられなかったために反イギリス植民地政府を掲げて活動していた。そ
して独立時憲法においてマレー人の地位の優位性が承認されたのをきっかけに、武装闘争
を開始した。イギリス政府は共産主義ゲリラにより欧州系のゴムプランテーション経営者
が殺されたのを受けて非常事態を宣言し、中国系の人々を「新村」と呼ばれる地域に強制
的に移住させ、共産ゲリラ部隊との接触の断絶、勢力の鎮圧をはかった(Briggs Plan) 
[Endicott and Dentan 2004；Nicholas 2000；Dentan et al. 1997]。そして、ゲリラ部隊
は森林奥地に潜伏し、オラン・アスリに食料の提供や森林の案内を頼るようになった。 
 政府は 1950 年にウィリアム・ハントをオラン・アスリに関するアドバイザー12として招
くとともに強制移住の対象をオラン・アスリにも拡大した。しかし移住先は鉄線に囲われ
て常に監視された場所であり、居住施設や衛生設備が整っていないうえに十分な食料も与
えられなかったため、多くのオラン・アスリが死亡し、森林部でゲリラ部隊に参加する人
もでてきた。そのため 1954 年に先住民法(Aboriginal Peoples Act 1954)の制定によって
先住民局が設立され、基礎保健医療、教育、日用品などが提供されるなど、オラン・アス
リに対する処置の改善が模索され、再定住政策が継続されたのである[Endicott and Dentan 
2004; Dentan et al. 1997]。 
 マレーシア政府は、共産主義ゲリラの活動が落ち着いてきたことから 1960 年に非常事態
の終結を宣言した。国王は 61 年の国会開会演説において、オラン・アスリを、彼らの伝統
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的生活と文化を破壊しない形で平和的に国民生活の流れに取り込んでいく意向を宣言し、
マレーシア政府によって「オラン・アスリに関する政策についての声明」が打ち出された
[Dentan et al.1997；Nobuta 2009；Nicholas 2000；Nicholas 2005]。 
 この声明では、オラン・アスリの保護と発展のために、適切な基準を適用しながら最終
的にマレーシア社会へ統合するということが記されていた。適切な基準の例としては、オ
ラン・アスリ独自の政治システムや制度の維持、完全な同意なしに伝統的居住域から移動
させられないといった土地の利用や権利に関する特別な地位、教育や適切な衛生サービス
を受けることができる、といったものである。しかしこれは、オラン・アスリの生活文化
の尊重に関して、何ら法的効力をもつものではなかった[Nicholas 2000]。 
 声明の後、オラン・アスリ局は、いまだ存在する共産主義者と接触する恐れのあるオラ
ン・アスリに関与していくために拡大され、内務省に常設機関として設置された。当時、
他の部局からオラン・アスリを対象にイスラム宣教活動を行うように圧力がかけられたり、
イスラム化に関する話し合いが開かれたりすることもることもあったが、オラン・アスリ
局としては、共産ゲリラとの関係を視野に入れた保安を目的とした活動が優先されていた
[Nicholas2000]。 
 
2. ブミプトラ政策とマレー人への同化の始まり 
(1) 新経済政策とブミプトラ政策 
 マレーシア政府は 1969 年の総選挙をきっかけに生じた民族衝突(5.13 事件)の後、マレ
ー人を更に優遇する政策を打ちだし、経済活動に積極的に介入するようになる。マレー人
による不満の大きな一因と考えられた経済格差を解消するため、積極的差別是正措置とし
てラザク首相により新経済政策(NEP：New Economic Policy)が発表された。こうしたマレ
ー人に対する優遇に関する事柄は「敏感事項」として 5.13 事件後の憲法改正により討論が
禁止されていた。 
 新経済政策は、「民族間の経済格差是正のためのマレーシア社会の再編成」と「貧困世帯
の撲滅」を大きな柱とした 1990 年までの長期展望計画であった。前者の例としては、資本
所有からみたブミプトラの経済的地位の向上、近代的産業および産業食への就業機会の増
大、ブミプトラ企業家・経営者の育成(国立大学への優先入学等)がある。全ての州に州経
済開発公社や州農業開発公社を設立するなど国営企業が多数設立され、ブミプトラが積極
的に採用された[鳥居 2005；小野沢 2002]。それまで農村開発に限られていたマレー人保護
政策は、新経済政策以降、商工業のみならず教育など非経済的分野を含む社会全体に拡大
されたのである。 
 新経済政策を実施する上で必要な資金は、国家公務員の給料などの通常経費とは別の開
発経費から支払われた。資金の割り当ては、経済計画局(EPU：Economic Planning Unit)
によって各省庁、連邦行政機関、州政府より提出されたプロジェクトベースの「開発支出
計画の希望書」と歳入見通しに基づいて配分案が作成され、最終的に内閣の国家開発計画
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委員会の承認によって決定される[鳥居 2005]。歳入には直接税や関税等の租税収入と行政
サービスなどの租税外収入があるが、不足分は被雇用者年金基金に購入が義務づけられて
いる国債による借入金によって補われた [自治体国際化協会 2007] 13。 
 新経済政策はブミプトラに集中的援助を行うものであったが、1974 年オラン・アスリ局
の報告書では、オラン・アスリがブミプトラであるかについて議論されている[Nobuta 
2009]。そこでは民族の統合と同化について、①マレーシア国民、②ブミプトラ、③マレー
人という 3つのレベルが提示され、オラン・アスリは宗教的制限なしに第二レベルに位置
づけられるとし、さらに第三レベルは統合ではなく同化であるとして除外している。この
報告書では、マレーシア憲法と食い違う部分もあるが、オラン・アスリの先住性を認めた
うえで、オラン・アスリをマレー人とは異なる集団として対処する姿勢を示していたこと
になる[Nicholas 2000]。 
 
(2) 集団再編とイスラム化政策 
集団再編政策 
 1977 年、マレーシア政府は共産主義者のゲリラ活動が再び活発化したため、非常事態を
再び宣言する(Emergency2)。オラン・アスリ局は国家地方開発省から再び内務省へ移設さ
れるとともに、国家安全会議よりオラン・アスリを森林部から移住させるよう命じられ、
「集団再編政策」を発表した[Dentan et al. 1997；Nicholas 2000]。 
 この計画の目的は、以下の 4点であった。 
 
 ・オラン・アスリの反政府勢力からの保護。 
 ・オラン・アスリの伝統的居住域内の適切な場所における集団再再編。 
 ・オラン・アスリにおける貧困世帯の撲滅。 
 ・教育施設、衛生プログラム、居住施設、水道、電気の供給を通じたオラン・アスリの 
  生活様式の近代化。[Endicott 2000] 
 
オラン・アスリ局は、道路、学校、医療施設、売店、管理運営事務所、イスラムの礼拝
所や住宅を設備した村にオラン・アスリを移住させるとともに、ゴムやアブラヤシ等の換
金作物を育てる援助を行い、彼らの生業の市場経済化を試みた[Dentan et al. 1997； 
Nicholas 2000；口蔵 2005]。これは初期の FELDA の開拓村をモデルにたてられた計画であ
り、FELDA 計画がマレー人の所得向上を目的としていたのと同様、換金作物への生業の転
換によりオラン・アスリの貧困が解消されると考えられていた[Dentan et al. 1997]。 
 計画の当初案は、1948～60 年の再定住計画と同様に保安を主目的としたものであった。
しかし「集団再編政策」として発表されたものは、単に彼らを伝統的居住域から移動させ
る「再定住」とは異なり、それまで別々に生活していた集団を「適切な場所」という 1つ
の再定住地域に移住させて土地を確保し、開発を行うことを視野にいれたものだったので
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ある[Nicholas 2000]。 
 1989 年にマレーシア政府と共産党は武力抗争停止協定に調印する。オラン・アスリを保
安上の理由から管理する必要はなくなり、オラン・アスリ局は内務省から地方開発省へ移
設された。しかし「集団再編政策」は、「オラン・アスリに対する開発推進」のために継続
され、それによって確保された土地は、アブラヤシプランテーション、ダムの建設などに
利用された[口蔵 2005]。 
 
イスラム化政策 
 1974 年の報告書ではオラン・アスリをマレー人に同化することに反対の立場をとってい
たオラン・アスリ局であるが、1970 年代後半から、オラン・アスリに関する政策にイスラ
ム教を推進するものが積極的に盛り込まれるようになった。この時期マレー社会ではイス
ラム復興運動が高まりつつあり、オラン・アスリ局にも圧力がかけられていた[Dentan et al. 
1997]。 
 イスラム復興運動の高まりの背景のひとつに、正統的マレーシア文化としてのマレー文
化が盛んに主張されるようになったことが挙げられる。1971 年、5.13 事件を教訓に国民統
合のために国民文化の柱を定める会議が開催された。そこでは、国民文化発展のために土
着文化(マレー文化)をどのように育成していくかといったことが議論され、マレーシアの
国民文化は、 
 ①地域固有の人々の文化に基づくものでなければならず、 
 ②他の文化の要素はそれがふさわしい場合に限り国民文化に統合することができ、 
 ③イスラムも国民文化のなかで重要な要素となりうる。 
という 3つが発表された。この会議により、土着の文化とされるマレー文化とイスラム教
がマレーシアの国民文化の基礎として位置づけられたのである[多和田 2004]。 
 マレー文化がマレーシア文化の柱とされ、イスラム教が国民レベルで認められたことに
より、マレー系を基盤とする諸政党が自らの掲げる「イスラム」の正当性をそれまで以上
に問題にするようになる。与党UMNOはPASなどによる「世俗性」批判の高まりに対抗するた
めにイスラム色を政治活動の前面におしだした。オラン・アスリ局には宗教局をはじめと
する他局からの圧力がかかり、またさらに政府はオラン・アスリのキリスト教信者の増加
に危機感を抱いていた [Nobuta 2009；Dentan et al. 1997；Endicott and Dentan 2004]14。 
 1980 年、JHEOA 職員は半官半民のイスラム団体、マレーシア・イスラム福祉協会が主催
する「オラン・アスリ社会に対するイスラム宣教」についてのセミナーに参加した。そし
て 1983 年には「オラン・アスリのイスラム化のための戦略」によって、イスラム化政策の
基礎が提示された。その主な目的は、①全オラン・アスリコミュニティのイスラム化と、
②オラン・アスリのマレー人との統合・同化を推進することであった。具体的には、改宗
者に対し日用品やバイクなどの物質的利益を与える積極的差別によって、イスラム化が推
し進められたのである[Endicott 2000；信田 2006]。 
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3. 国家開発政策とビジョン 2020 (1990-) 
(1) 国家開発政策とビジョン 2020 
 ラザク首相のもとで開始された新経済政策は、フセイン・オン首相を経て 1981 年にマハ
ティール首相に引き継がれた。マハティール首相は財政悪化の解消のために民営化政策に
よって、国家主導型開発から民間主導型へと軌道修正を行う。 
 新経済政策終了後に長期展望計画として発表されたのが、国家開発政策(NDP: National 
Development Policy)である。同時にマハティール首相はビジョン 2020 によって、2020 年
までにマレーシアを先進国入りさせるという国家ビジョンを発表し、年 7%の成長率を目標
として提示した[佐藤 1994]。 
 この政策の下では、工業産業の成長や民営化政策を活用したブミプトラ企業の育成が推
進され、政府と民間が共に事業を進める官民共同体制が整えられた15[鳥居 2005; 小野沢 
2002]。この際スローガンとして「マレーシア・ボレ(Malaysia Boleh：ボレは「できる、
可能」という意味)」や、「バンサ・マレーシア(Bangsa Malaysia：バンサは民族や国民と
いう意味)」を掲げ、マレーシア共同体として発展を目指す姿勢が打ち出された[Case 2000]。
2010 年に就任したナジブ首相も「サトゥ・マレーシア(Satu Malaysi：1 つのマレーシア)」
という同様のスローガンを掲げている。 
 民営化政策と同時に開発プロジェクトの効率化が行われた。国家開発作業委員会が設置
され、5 カ年計画で優先度が高い FELDA をはじめとする公社、公団の下における開発プロ
ジェクトの進行状況の監視・調整が行われるようになった[鳥居 2005]。 
 この時期のマレーシアは既に新工業経済地域と呼ばれるようになっており、独立時に目
標とされた経済発展モデルの第一次産業中心の産業工構造から第二次産業への移行段階に
沿うような政策が実施された。マレー農民救済を目的とした FELDA の入植村開発計画は、
FELDA プランテーション有限会社の設立とともに開始されたマレー人の入植を伴わない別
枠のプランテーション開発に転換された。第一次産業従事者のうちマレー人が抜けた部分
はインドネシア、タイ、バングラディッシュなどからの移民が補うこととなった[小野沢 
2002]。 
 
(2) オラン･アスリ政策 10 の戦略 
 1991 年の国家開発政策とビジョン 2020 発表の 2 年後、オラン・アスリ局は、オラン・
アスリを開発の道筋にとのせながら、主体的に経済開発を実践させていくための 10 の戦略
を発表した。挙げられた 10 のポイントは、 
 
 ①経済活動による生活の近代化、②医療サービスの向上、③教育施設の充実、④オラン・
アスリ企業家の育成を目指した教育、⑤内陸部を対象とした生活水準向上と経済的発展の
ための再編計画の推進、⑥農業組織や協同組合設立をふくめ森林周辺オラン・アスリを再
編成することを通じた発展の中心地の開発の促進、⑦観光商品としてのオラン・アスリ文
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化や芸術の促進、⑧貧困撲滅、⑨オラン・アスリ地区開発のための民間セクターの導入、
⑩成功例からの効果的な開発管理方法の究明 である[Nicholas2002: 122]。 
 
 この戦略により、オラン・アスリが生活してきた森林周辺地域が政府だけではなく、民
間も含めた形で開発されるようになった。オラン・アスリには立ち退き料とともに他の場
所が与えられて開発が進められたのである[Nicholas 2001]。 
 80 年代に積極的に開始されたイスラム化政策はこの時期にも継続された。オラン・アス
リ局はそうした活動が統合であって同化でないことを主張するためにオラン・アスリをマ
レーと位置づけることもある[Nicholas 2000]。オラン・アスリという枠組みはマレー人の
下位カテゴリーとして扱われるようになったわけである。 
 
Ⅳ. クアラ・コのバテッの実態 
 本章では、経済開発、イスラム化政策の対象とされ、種種の開発の影響を受けてきたオ
ラン・アスリの現状をみていく。「オラン・アスリ」とは様々な集団の総称であるが、各集
団は言語、身体的特徴、生業形態によって伝統的にセマン(ネグリト)、セノイ、ムラユ・
アスリという 3グループに分類されてきた。タイ国境付近から中部の低地森林部で狩猟採
集や森林産物の交易を生業として移動性の高い生活を送ってきた人々はセマン、マレーシ
ア半島部の北部から中部の高地森林で焼畑農業を営んできた人々はセノイに分類されてい
る。南部の内陸から海岸沿いの集団はムラユ・アスリに分類され、伝統的生業は焼畑、森
林産物の採集による現金獲得、漁撈などと地域ごとに異なる。セマンとセノイはモン・ク
メール系のオーストロアジア語を言語とし、マレー人の祖先が進出する以前からマレー半
島で生活していた[口蔵 1997]。一方、ムラユ・アスリはオーストロネシア系のマレー語方
言を話し、イスラム教を除くとマレー人との境界が曖昧であった人々である[口蔵 1997；
Nobuta 2009]。なお、現在はムラユ・アスリのほとんどはマレー語を話し、他のオラン・
アスリもマレー語を話すことができる。 
 本章の対象であるバテッはセマン系の集団であり、彼らの生活、現金経済との関わり、
オラン・アスリ局による開発との関わりをみていく。主な調査期間は 2010 年 10 月から 12
月までの乾季の終わりから雨季であるため、記述に偏りがあると予想される。 
 
１. 調査地の概要 
 バテッは、パハン、クランタン、トレンガヌ州の中低地森林部に分布する集団で、人口
約 960 人である[JHEOA 2006]。伝統的に狩猟採集を中心とした移動性の高い生活を送って
きた16。クアラ・コに暮らすバテッのほとんどがマレー語を話せるが、日常的なコミュニ
ケーションの大半はバテッ語で行われている17。  
 クアラ・コは、クランタン州ルビル川の上流、コ川との分岐点に位置し、約 170 人のバ
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テッが暮らしている(図１)。南部にはタマン・ヌガラ国立公園18(約 4.300 ㎢)の森が、北
部にはアブラヤシプランテーションが広がっている。現在プランテーションとなっている
土地は、1980 年頃まで森林であった。1988 年より連邦土地開発公社(FELDA)によるプラン
テーション開発が進められ、1992 年には FELDA アリン 10・11(以後アリン 10 と記す)がク
アラ・コの周辺に建設された。アリン 10 には約 400 人が暮らしており、インドネシア人出
稼ぎ労働者が最も多く、次にバングラディッシュ人出稼ぎ労働者、マレー人と続く。ここ
には食料や日用品を購入できる売店が 2か所、飲食店、モスクがあり、売店や飲食店はク
アラ・コのバテッも日常的に利用する。また、国立公園入り口には宿泊施設と飲食店を備
えた国立公園事務所があり、約 20 人のマレー人が働いている。 
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州境
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図１ 調査地 
 2010 年末時点、クアラ・コの居住域は大きく 3か所に分けられていた(図４)。①タマン・
ヌガラ事務所から約 1km 東に位置するルビル川沿いの世帯群(12 世帯)(コまたはバワッ)、
②コッから 1.5km 程離れた伐採道沿いに位置するプルタン川沿いの世帯群(約 16 世帯)(バ
ライまたはスンガイ・メラ)、③コとバライの中間に位置する世帯群(約 8 世帯)(アタス)
である。 
 数年前までコに多くの人が暮らしていたが、多くの人がバライに移動していったそうで
ある。アタスは、調査開始時(2010 年 9 月)は 2、3世帯しかなかったが、10 月半ばから世
帯が増え、バラスを表現する際に使用されることもあったアタスという言葉が、この地点
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を表す地名となった。この時期にコッからバライに移動した 2世帯の移住の主な理由は、
家の前でオラン・アスリ局による家屋建設が進んでいるため落ち着かない、村の人間関係
に問題が生じたというようなものであった。なお、本章における記述はコッに関するもの
が中心である。 
 移動性の高い生活を送ってきた彼らは、一所に腰を据えて居を構えるという感覚はあま
りなく、生活している場所の居心地が悪いと他へ移動する、何か面白そうなことがある所
へ移動するというのが日常である。目的地へ移動する旅をジョクといい、このジョックに
は 1泊から数カ月にわたるものまである19。 
 生計の単位は核家族 (カマン)である。このカテゴリーの成員は姓のような符号を共有し
てはないが、子どもをもつカップルは、第一子の名前に父(パッ)、母(ナッ)をつけて呼ば
れる20。複数のカマンが 1 つの家屋で生活する場合であっても、蚊帳、炊事炉はカマンご
とに分けられている。カマンより大きなまとまりとして血縁・婚姻によるつながりがあり、
食物の分配が頻繁に行われる。一方、地縁集団もこれと同じようなレベルで形成され、下、
中、上という世帯群ごとのつながりや、クアラ・コ流域グループ としてのまとまりが形成
されている。 
 オラン・アスリ局による管理区分では、クアラ・コはアリン、ルビルという 2 つの保留
地と同じ区域とされ、子どもはルビルにある学校に通うことになっている。しかしクアラ・
コの集団は、血縁的にはパハン州サット川流域の集団などとのつながりが強く、人の行き
来も盛んである。サット川の居住地へは、成人男性ならば 1日、女性や子供だと 2・3日で
行くことができる21。他に関りのある集団としては、タマン・ヌガラの森林内で生活して
おり、月に一度買い出しにクアラ・コにでてくるバテッがある。 
 他集団を認識する際には、食習慣や生活習慣の類似性がひとつの大きな基準とされる。
彼らが自らを表す際には、「バテッ」を使い、オラン・アスリという言葉を使用することは
少ない。しかしマレー人と自らを対比する場合、特に「(オラン・)アスリの生活は苦しい」
といった貧しさや社会的地位の低さを表現する文脈では、オラン・アスリという言葉を使
用することが多い。他のオラン・アスリ集団と同様に、バテッにもオラン・アスリとして
のアイデンティティが形成されているようである[Nicholas 2000] 
  
2. 生活・生業 
 主食は米、キャッサバ(Manihot esculenta)、ヤムイモ(Discorea.spp)であり、米が中心
的、後者 2つは補助的に食される。また大きな現金収入があった場合などに購入されるイ
ンスタントラーメンは子どもをはじめ、多くの人の好物である。動物性の食物では吹矢で
狩猟されたリーフモンキーやテナガザル、魚が頻繁に食され、他に鳥類、オオトカゲ、ヤ
マアラシ、カメも食される。所持金が多い場合は鶏肉、魚、サバ缶、卵が購入されること
もある。なお、彼らの多くがその独特な臭いのため牛肉を食べることができない。頻繁に
食べられる植物は、村の近くで採集されるシダ科の植物プチョパク(Diplazium 
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esculentum)と、ヨウサイ(Ipomoea aquatic) である。購入品では、玉葱、ニンニクが好ま
れ、葉野菜も購入される。またさらに、砂糖が大量に入った紅茶が常飲されている。 
 
狩猟活動 
 吹矢猟は成人男性が行う。たいてい 1人、もしくは 2・3人で、徒歩またはバイクで出か
けて行く。移動も含めた狩猟時間は 2～3時間、午後に行われることが多い。夕方から夜間
の方が獲物を容易に捕えられるが、ゾウに出くわすなど危険を伴うため、ほとんどの人が
日中に行う。狩猟される動物の中では、タロッと呼ばれるリーフモンキー(Trachypithecus 
obscures)が最も多い。吹矢猟以外にも森に入った際は、木の室にいる動物を探したり、出
くわした動物を素手や山刀を使って捕まえたりする。 
 女性や子供も行う猟として、竹の室で眠っているココウモリを捕るコウモリ捕りがある。
ココウモリが寝ている日中森に入り、コウモリが出入りする穴のある竹を切り倒して割り、
捕らえたら次の竹を探していく。このように森を歩いていると、急にバテッが振り返って
引き返してくることがある。その先はアブラヤシプランテーションになっているためであ
る。 
 捕った獲物は毛や皮を焼き、大きいものは解体した後、炒めたり、スープ、カレーにし
たりする。特にマレー人が村にいる場合は、大きい獲物は森の中で解体されて袋に入れて
持ち帰られる22。こうしたアイ(・・)と呼ばれる動物性食物はバテッの好物であり、大き
いアイは他の世帯にも分配される。食べた後の骨は、囲炉裏に投げ入れて燃やすことにな
っている。 
 
漁撈活動 
 漁撈には釣りと網漁があり、主に女性が行う。釣りの場合は女性 3～6人と子供、もしく
はそれに 1～2人の男性が加わり、1グループとなって出かけていく。しかし男性は、先頭
を歩いて山刀で草木を払うだけで竿を持つことはない。網漁のメンバー構成も同様に女性
中心だが、刺し網を掛ける作業を男性が行うことがある。 
 釣りを行う場所は、乾季と雨季で異なる。乾季は国立公園内のルビル川やコ川が主な釣
り場であり、筏に乗って川を移動しながら釣りをすることもある。しかし雨季はこうした
川の水かさが増して流れが速くなるため、プランテーション内の小川が主な釣り場となる。 
 乾季の釣りは、タマン・ヌガラ国立公園管理事務所へ向かう車道やバライへ向かう林道
の途中で森に入り、川沿いに降りる。その後、餌にするミミズを採集し、釣り場を変えな
がら川に沿って移動していく。筏を使う場合は、男性が筏を漕ぎ、女性だけの場合は使用
しない。また、女性、子どもだけで車道を歩いている時に、マレー人のバイクが近づいて
くる音がすると、恐れて茂みの中に隠れる。 
 雨季の釣りは、まずプランテーションに入り、林道に沿って移動した後、ミミズを集め
て川沿いに降り、その後は川に沿って釣り場を変えながら移動していく。移動中にプラン
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テーション労働者がいないか気を配り、特に女性・子どもだけの場合に労働者の気配がす
ると、隠れる。彼らによると、マレー人は大丈夫だが、特にバングラディッシュ人の労働
者は女性にちょっかいをだすそうである。 
 プランテーション内部には、伐採された土地に小川が流れ込んで池が形成されている場
所がある。こうした池に網を張る。網はアリン 10 等の売店で購入した高さ 2m、長さ 8m の
刺し網である。池の幅が狭くなっている場所に網を張った後、小石を投げ入れたり、棒で
水面をたたいたりして魚を脅かし、網目に刺す。大人数の場合は、泥や網で池を小さく仕
切り、水をかき出した後に手づかみで魚を捕らえることもある。泥まみれになることから
魚を捕らえる係は、子どもが中心である。 
 
   図２ ルビル川で釣りをする女性         図３ 魚を獲る子供たち 
 
採集活動 
 植物性食物は、季節ごとに種類が大きく異なる。6 月から 9 月の果物の季節には、ドリ
アン、ランブータンといった果実が多量に食べられる[Lye 2005]。調査期間中に頻繁に食
されていた植物性食物は、キャッサバ、ヤムイモ、プチョパク、ヨウサイ、タドゥックと
いうヤシ科の植物(Oncosperma horridum)である。キャッサバは栽培されているが、それ以
外のものは採集植物である。 
 キャッサバは世帯ごとに家の周囲に植えられ、管理をするのは女性である。薪を取るた
めに木を切り倒した後の土地や草地に、40cm 程に切った枝を挿し木し、10 カ月程後に塊根
を収穫する。苗がある程度成長するまでは数週間おきに下草を刈る。収穫後は皮をむき、
焼くか茹でるかして食べる。若葉を茹で、水にさらして食べることもある。キャッサバ栽
培は、ここ数年で盛んに行われるようになったそうである。キャッサバは根が浅く、土地
がぬかるむと倒れやすいため、雨季でも水につからない場所を探して村から離れた場所ま
で植えに行く人もいる。 
 プチョパク、ヨウサイは、米と一緒に野菜として食べられる。プチョパクはプランテー
ション内部の湿地に自生群があり、ヨウサイはコ付近の沼地に生えている。バテッは、雨
季には大体 2週間に 1度の割合でこうした野菜を食べる。一方森の中の野菜にはヤシ科の
タドゥック(Oncosperma  horridum)がある。この植物の新芽をゆでて食べるのだが、幹や
葉に鋭い刺をもつため、採集には苦労を伴う。また、草本類と比較すると成長速度が遅く
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量も少ないため、プチョパクやヨウサイのようには頻繁に食べられない。 
 
薪集め 
 日々の炊事に使われる薪は、倒木や、チェーンソーや斧で切り倒した木を集めて使われ
る。倒れた木のある場所へ女性数名で行き、樹皮をはいで 80cm 程の長さに切るか、もしく
は長いまま、肩に乗せて持ち帰る。一度の薪集めにかかる時間は大体 2 時間、週に 2、3
回行われる。 
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図４ 村の位置と漁撈・採集場所 
 
3. 現金経済との関わり 
現金獲得活動 
 バテッは、森林動植物を採集・捕獲し仲買人に売って現金を得ている。10 年ほど前まで
ラタンも採集されていたが、仲買人が村を訪れなくなったため現在は行われておらず、沈
香採集や動物の捕獲が現金を獲得する手段となっている。 
 沈香(ガハル/バンコル)は、ジンチョウゲ科の樹木の幹に樹脂分が蓄積されたものである。
樹脂は外部刺激によって分泌されるため、全ての樹木で沈香が見つかるとは限らず、その
有無を外見から判断することはできない。切り倒して幹を割り、茶色や黒に変色した樹脂
蓄積部を探していく。どの程度樹脂分を含んでいるかによって等級が異なり、最も高いグ
レート Aでは RM1,000/kg(RM1≒27 円)を超えるが、最低のグレート Dだと RM3/kg までさが
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る。 
 沈香の採集には男性 3人から 7人で食料を準備して徒歩やボートで出かけて行く。一度
の採集旅行は 1～2週間、村の付近で沈香を見つけるのが難しくなり旅行日数は長期化して
きている。徒歩の採集旅行の場合は、全く採集できずに戻ってくることもある。 
 採集した沈香は、仲買人に電話をしてクアラ・コまで集荷に来てもらう。全ての人が同
じ仲買人を利用しており、その場で重さが測られ、現金で代金が支払われる。仲買人は大
体 3週間に 1度の頻度で訪れ、集荷した沈香はグア・ムサンに運ばれ、精油にされる。そ
の後はシンガポール、タイワン、アラビア諸国へ輸出される[Lim et al. 2008]。 
 この他には、ヤモリの仲間(gekko gecko)や哺乳類を仲買人に売ることで収入を得ている。
前者は体長 30cm のものだと RM1,000 近く、後者も RM2,000/5kg と単価が高く、沈香のよう
に大量に集める必要がなく、運搬が比較的容易である。捕獲のための旅行日数が相対的に
短くて済むうえにバイクを利用しても行えるため、若者はこうした動物の捕獲を選択する
傾向がある。 
 さらに、月に 1度の頻度でマレー人が民間薬購入のため村を訪れる。精力剤のような効
果のある油を求めに来る人が多いが、2瓶で 100 リンギットの収入になる。 
 
消費活動   
 バテッが所有するものには、乗り物、テレビ、携帯電話といった高価なものから、比較
的安価な食器等の日用品まである。得た現金は、こうした物品の購入や食料の購入に使用
される。 
 村に電気は通じていないが、携帯電話は男性を中心に2人に1人の割合で所有しており、
タマン・ヌガラ事務所や大型電池で充電する。また、テレビもあり、夜間に発電機を使用
して DVD を観るのが子供や若者の楽しみである(ほとんどがマレー語のカラオケ DVD)。ア
タスとバライで DVD を観ることができ、コッの人々は夜になると上の村へ DVD を観に出か
けるため、夜間コッは無人となることが多い。子供は特にこの日課を楽しみにしており、
夕方になると「テレビ見に行く？」という会話が交わされ、子供が泣きぐずっているとア
タス連れて行ってテレビを見せなさい(そうすれば泣きやむ)」といわれている。コには発
電機を所有する人がいないため観ることができないが、テレビは 2台あり、オラン・アス
リ局による家屋が完成し電気が通じたらそこで観るのだそうだ。 
 他、ガソリンを使用するものとして草刈機、チェーンソー、バイク、ボートがある。チ
ェーンソーは村全体で 2機、バイクは 6台、ボート 1艘である。チェーンソーは沈香採集
や薪にする木を切り倒すのに、ボートは沈香採集に出掛ける際に利用される。 
 食料や日用品は日常的に購入される。米や油といった基本的な食料はアリン 10 などの売
店で購入する他、菓子、衣類、雑貨は行商人から購入する。ボートを使用する採集旅行の
前などはガソリンの安いアリン 1まで行き、ガソリン、米、油、砂糖、紅茶、アスリタバ
コをまとめて購入する。買い物に出かけるのは主に男性で、出かけた際には子どもに菓子
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を買って帰る決まりになっている。村を訪れる行商は 4業者であり、菓子類、魚と野菜、
衣類、日用品とそれぞれメインとする商品が異なる。業者ごとに頻度は異なるが、2、3日
に 1度は何らかの行商人が車やバイクで訪れる。こうした購入品からでたゴミは、まとめ
て燃やされることもあるが、ほとんどが村のあちこちに散乱している。
 
  
   図５ 買い物をする女性と子供          図６ テレビを観に集まった人々 
 
4. オラン・アスリ局による開発 
 クアラ・コにはオラン・アスリ局によって水道、トイレなどが設置されている。最もよ
く使用されるのは水道で、炊事、洗濯、水浴びに使われる。水浴び場は、マレー人労働者
が村からいなくなる金曜日のみ使用され、それ以外の日は村の水道で代用される。トイレ
は 4つのうち 3つは故障しており使えるのは 1つだけということもあり、多くの人が茂み
で行う。 
 コンクリート家屋は、4 棟が既に完成しており、さらに 4 棟が建築中である。この 4 棟
はコの中央にあり、10 月より建築が開始され、労働者は既にほぼ完成した 4棟に宿泊して
作業を行っている。労働者がいない時には子供が中で遊び、夜には大人が中の様子を見る
ことが多い。完成後にどの家のどの部屋に誰が暮らすかといった話がされることもある。 
 バテッはマレー人をゴッブ(・・・)と呼び、子どもが悪いことをした時などには、トラ
やゾウ、もしくはゴップがいると言って脅かす。ルビルやアリンのバテッについて、「彼ら
はトゥドゥンをかぶって礼拝をし、ゴッブのようだ」という。イスラム教はゴッブを代表
するものである。そのイスラム教に関して「(ハラールでない)サルを食べていけないのな
ら食べるものがない」といい、ラジオで礼拝の時刻を知らせるアザーンが流れるとすぐに
ラジオを消したり、子供はふざけてイスラムの礼拝のまねをしたりする。また、中国人と
バテッは結婚できるが、マレー人は色々と食べ物が規制されており礼拝をしなければいけ
ないと、イスラム教やマレー人に対して良い感情を抱いていない。 
 しかし調査者にポス・ルビルやアリンのバテッについて語った人をはじめとし、クアラ・
コにもイスラム式の名前をもつ名義上イスラム教徒の人が多数おり、こうした人々に対し
ては IC カードを参照して食料が支給されたりする23。女性が買い物に出かける際にトゥド
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ゥンを被ることもある。 
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図７ 下の村の見取り図オラン・アスリ局による建造物 (アルファベットは所有カマンを示す) 
  
 
図８ 建設中の家屋の様子をみるバテッ 
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Ⅴ. おわりに 
 共産ゲリラとの接触を断つという保安上の目的で開始されたオラン・アスリへの介入は、
国レベルの経済開発やマレーシア社会におけるマレーの位置といったものに左右されなが
ら継続されてきた。その経済開発は近代化を目標として、マレー人に代表されるマジョリ
ティを中心とした枠組みで進められている。 
 独立後に始められた経済開発によって多くの森が開拓され、現在クアラ・コのバテッは
アブラヤシプランテーションで魚を獲る。プランテーションで働く人の大半が労働移民で
ある。マレー農民の貧困解消を目的とした FELDA 開拓村計画は打ち切られたが、今もアブ
ラヤシプランテーション開拓は進んでいる。バテッはプランテーションでは獲得すること
のできない食料や現金につながる動植物の捕獲・採集を国立公園内で行うが、資源の減少
により捕獲・採集旅行は長期化している。仮にオラン・アスリがマレー人の下位集団で法
的にもブミプトラであるならば、ブミプトラを対象とした開発計画によってブミプトラの
生活域が奪われるというのは皮肉な結果であり、さらにその開発が、結果的に、国が保護・
管理する国立公園の資源枯渇に間接的ながら関係しているということもできるのであろう。 
 オラン・アスリを対象にした基本的インフラの整備といった開発は、ある程度受け入れ
られているといえる。クアラ・コのバテッも快適な住居、テレビといったものに代表され
る近代化を望んでおり、本当にこうした開発やマレー人から距離をおきたいバテッは国立
公園の森の中で生活している。しかしクアラ・コのバテッは、近代化と引き換えに伝統的
な森との関わりを断とうというわけではなく、森との関係を継続しながらの近代化を望ん
でいる。これらをどのように両立させながら生活していくのか、「近代」をどのように実践
に織り込んでいくのかということに、彼らのこの先の生活は大きく左右されるであろう。 
 イスラムへの改宗による精神開発は、バテッの現在の生活からあまりにかけ離れている
と同時に、ハラールでない食物をタブーとするイスラム教を押し付けることは彼らの生活
を否定していることになる。しかし弱い立場にある彼らは、野生動物を食べていることを
マレー人から隠し、マレー人の村へ行く際にはトゥドゥンを被る。名目上の改宗をする人
も多い。マレー人の前ではとりあえずムスリムを演じながら、バテッだけの村では、それ
を嫌悪しているのである。こうしたイスラム教への想いが「ゴッブ」という言葉にも含ま
れている。 
 しかしクアラ・コのバテッ(特に女性)の外部者に対する恐怖や用心深さを示す行動は、
それだけに由来するのではなく、小さい頃の教育や過去の集団の経験が関係しているよう
に考えられる[Lye 2005]。外の社会をこのように用心する人々に対する開発では、まずは
信頼関係を築くことが必要であろう。しかし、なかなか村を訪れることのないオラン・ア
スリ局にはそれが難しく、物質的援助を切り札として彼らを定住させ、管理下におこうと
しているのが現状である。 
 国家開発政策以後に示されたオラン・アスリ局の政策指針には、オラン・アスリを経済
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開発の流れに位置づけながら主体的に開発を実践させるという、近年の国際協力の流れと
並行する「現地主体」を掲げる内容が含まれていた。そこでは民間セクターの導入も挙げ
られていたことから、他の部門の経済開発と同様、国家の役割の縮小を見据えた計画であ
るように見受けられる。しかしクアラ・コの実態から明らかなように、その他マジョリテ
ィと足並みを揃えてオラン・アスリも近代化しているのではなく、これはより権力をもっ
た主体に好都合な政策である。主体が政府からオラン・アスリではなく、他の民間団体に
移転したと同時に、それがオラン・アスリ主体というパフォーマンスを伴うことになった
のである。 
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注 
                                                  
1 ‘aborigine’の訳語として先住民をもちいる。 
2 JHEOA は、内務省内に先住民局として設置されて以来、教育省、農業国土省、国家地方
開発省などと複数の省を経て、現在は農村地域開発省(KKLW:Kementerian 
KemajuanLuar Bandar dan Wilayah)に設置されている。 
3 1966 年よりそれまで使用されてきた英語の aborigine から、マレー語で「本来の、土着
の(Asli)、人(Orang)」という意味の「オラン・アスリ(Orang Asli)」が公式な名称として使
用されるようになった[Dentan et al. 2004]。 
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4 クアラ(kuala)とはマレー語で川と川の合流点を意味する。 
5 多くの場合、名前からイスラム教徒であることを判断することができる。しかし、サバ・
サラワクでは、ムスリムのように bin、bint などを名前に使用しながらキリスト教徒である
場合もある。 
6 マレーシアの国会は上院と下院から構成され、上院は州立法議会によって選出された 26
名と、職能団体代表、社会貢献者、少数民族代表などから首相の助言により国王が任命し
た議員 44 名から、下院は小選挙区制によって選出された 219 名から成る[自治体国際化協
会 2007]。 
7 本稿では、マレーシア市民権を保有する人をマレーシア人、マレーシア政府によって民族
集団としてのマレー系に定められた人々をマレー人と記述する。 
8 こうした開発の遅れていた地域は、20 世紀以降にイギリスの保護領となったマレー連邦
州(ジョホール、クダ、クランタン、プルリス、トレンガヌ)でもある。 
9 当時の入植者の選定条件は(1)年齢 18～35 歳、(2)盲目でない、(3)農業経験者である、(4)2
エーカー以上の土地所有者ではない、(5)子どもの数が 5 人未満である、(6)リーダーシップ
がある(社会活動能力があり、世帯主の妻の能力や教育程度を判断する)、(7)軍隊生活経験者
に優先権が与えられる、というものであった[中泉 1987]。 
10 Ministry of Rural Development Authority。 
11 これは、農民の意向をふまえて地区農村開発計画書を作成し、州政府はそれをもとに州
農村開発計画書を、さらに連邦政府は州農村開発計画書をもとに 5 カ年計画を作成すると
いうものである[鳥居 2004]。 
12 アドバイザーには助言以外に何の権限がないうえに、彼の助言が計画に反映されること
はほとんどなかった[Dentan et al 1997]。 
13 2005 年の国家収支は歳入 1,063 億 4 百万リンギット(租税収入 76%、租税外収入 24%)、
歳出 1,250 億 28 百万リンギット(通常経費 78%、開発経費 22%)で 187 億 24 百万リンギ
ットの赤字であった[Department of Statistics Malaysia 2010]。 
14 PAS はイスラム国家の建設を掲げる政党であり、ウルマー(イスラムの学者)の意見を重
視する。社会的にイスラム復興運動が高まりつつあった 1970 年にウルマーが党首となり、
党のイスラム色が更に強められた[中村 2006; 仲橋 2008]。また PAS の拠点であるクランタ
ン州では、PAS と UMNO の権力争いにより 1977 年に非常事態が宣言された。 
15 この企業のほとんどはマレー系企業である。 
16 セマングループには、バテッの他にケンシン、キンタッ、ラノッ、ジャハイ、メンドリ
が分類されており、総人口約 2900 人である[JHEOA 2006]。 
17 10 代後半の青年は簡単な単語の読み書きができ、携帯電話でマレー語だけでなくバテッ
語のショートメッセージのやり取りをしている。成人男性では数字を読める人もいるが、
女性を中心にほとんどの人は読み書きができない。 
18 タマン・ヌガラ国立公園はクランタン、パハン、トレンガヌの 3 州にまたがる。野生生
物の保護を目的として 1938・1939 年にジョージキング 5 世公園として設立され、1957 年
の独立時に国立公園(タマン・ヌガラ)へと名称が変更された。現在、野生生物・国立公園局
によって管理・運営されている。 
19 現金収入にあてる森林産物の狩猟採集のために数日森に入る場合も jok を使用する。し
かし食料獲得のために森に入る場合は(ほとんどが 1 日以内)jok は使用せずに、森に行くと
いう意味の cep が使われチェップ・バ・ヘップ(cep bah hep)と言われる。 
20 子どもがいないカップルは個人名で呼ばれる。しかし、特に成人の名前をやたらと使用
することは好ましくないとされているため、「友達、あなた(oelah)」、「kaben（友達）」とい
った語がつかわれる。多くの場合、若い男女が一緒に暮らすようになると結婚したと認識
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される。その際、男性は女性の両親に許可をもらう場合が多いが、特別な婚姻儀礼は行わ
れない。また、離婚は両者の話し合いによって(場合によっては女性の両親も含む)成立する。 
21 しかし、アリンやルビル、ブルアには車を所有する人もいるため、そうした人は車でよ
くクアラ・コを訪れる。 
22 こうした動物は、イスラム教徒であるマレー人にとっては汚い食べものとされ、それを
食べるのは良くないことである。 
23 IC カードを持っていない人も多数おり、特に女性の非所有率が高い。 
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